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成果  

1. 目的 本研究では鍼刺激が健常成人男性の唾液量および唾液中抗菌タンパクに及ぼす影

響を検討すること 

 

2. 内容  対象：健常成人男性 8 名（25.0 ± 0.5 歳）を対象とし、クロスオーバー法を用

いて鍼刺激を行う鍼刺激実験と鍼刺激を行わないコントロール実験を行った。 

 方法：鍼刺激方法は、左右の頬車穴に置鍼術を 15 分間行い、0 分、8 分、15 分

に雀啄術を加えた。唾液は介入前後に採取し、採取した唾液は重量（唾液量）を

測定した後、酵素免疫測定法を用いて、分泌型免疫グロブリン A（SIgA）濃度

（µg/ml）と human beta defensin 2 (hBD2)濃度(pg/ml)を測定した。 

 

 

 

3. 成果/考察 唾液量（p = 0.07）と hBD2 濃度については鍼刺激実験およびコントロール実験と

もに有意な変化はみられなかったが、SIgA 濃度については鍼刺激実験において有

意な増加がみられた（p < 0.05）。SIgA 分泌は交感神経の影響を受けることが報告

されており、本研究では雀啄刺激が交感神経に影響を及ぼし SIgA 分泌を促したこ

とが考えられた。 
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